
地域ケア推進会議　報告書

1.開催日時 (金)

2.会場

3.主催センター ・ ・

4.参加人数

8 人 1 人

1 1 人） 12 人

人 人 人

人 人 3 人

（薬局4、スズケン1 ）

6.開催テーマ

8.会議の内容

9.課題に対する対応策・
今後の地域での展開

鶴川2 鶴川1

昨年１１月２５日開催の圏域合同地域ケア推進会議の内容を振り返り、高齢者の
オーラルフレイル予防のため何ができるか、検討した。

・地域住民にオーラルフレイルとは何か、また危険性を知ってもらうために、どのよ
うなツールを利用し周知したらよいか。
・高齢者歯科口腔機能健診の重要性を、地域住民に周知して、受診率向上に繋げ
る必要がある。医療・介護専門職が、業務の中でどのように働きかけたらいいの
か、方法、手段の検討を行った。

30名

5.参加者内訳

人　　　（うち、医師

「コロナに負けない町、つるかわ」を目指して～オーラルフレイルを考える～

（１）課題設定の背景

医療と介護の連携支援センター 確認日 1月23　日

（２）検討した地域課題7.地域課題

オーラルフレイルの早期発見には、口腔機能検診が有効だが、受診率を上げるに
は医療介護の専門家が、地域の人達にどう伝え、どこにつなぐか、どんなツールが
必要か？

・町田市保健予防課から高齢者歯科口腔機能健診のチラシと口トレリーフレットの
提供、各事業所から地域住民に配布、説明を行い、、コロナ禍で低下傾向にある受
診率の向上を図り、オーラルフレイルの重要性を啓発する。
・地域ケア会議に参加できなかった専門職に対して、限定で動画配信するとともに、
レッツケア会議の発行で周知を図る。
・昨年度から継続して実施しているフレイル予防リーフレット・栄養向上レシピは継
続し、普及に務める。
・2月に行われる市民向け町プロで、鶴川圏域の取り組みを紹介する。

コロナ禍で、フレイル状態の高齢者が増えてきているが、オーラルフレイル（口腔機
能の低下）については、まだ認知度が低く、医療・介護の専門職もその重要性を十
分理解できていない。
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